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＜病棟連絡事項＞
・特にありません。
＜患者様連絡事項＞
・鈴木　和則様～11/14 14時で退院決定しています。初外来日11/20 11時30分です。
　　　　　　　　御家族初外来日を退院日と思っていた為、再度連絡しお伝えしています。

・角　穂並様～本日14：30頃、計画相談員の方が最近の様子を伺いに来られます。
　　　　　　　 病棟看護師から情報提供しています。
・續石　啓介様～グリセリン浣腸液1本処方となっています。
・藤井　純子様～疼痛時薬 ジクロフェナクNa錠（25）、レバミピド錠（100）10回分処方
となっています。
・船田　泰子様～ピコスルファートNa内用液 2本処方となっています。
・島　龍太郎様～不眠時薬 ゾルピデム酒石酸塩OD錠（5） 7回分処方となっています。
・下川戸　長司様～不眠時薬　ゾピクロン錠（7.5） 30回分処方となっています。
・松川　純子様～ロナセンテープ（40） 56枚処方となっています。

＜要注目患者様ケース検討＞
・成田　富士子様～昨日スタッフへ不機嫌な対応をした事について謝罪しています。不機嫌さなく過ごされています。スタッフ見守り・実施の元採血と血糖測定・皮下注行っています。
・中居　松男様～食事1/3程度の摂取、継続で点滴施行しています。気分変動があり、大声で独語、介入時の拒否があります。点滴施行時も独語ありますが、自己抜去なく過ごされています。朝方に排便多量、排尿中等量ありました。
・長瀬　伸也様～日中支離滅裂な訴えありますが、興奮性や不穏性、スタッフへの攻撃性は見られていません。棟内徘徊し、独語や空笑が目立っています。精神症状の観察を続けていきましょう。
・森　ヒデ様～胸部XPと股関節のレントゲン撮影の結果、肺炎や骨折などの所見は無く、肛門部の爛れから感染したのではないかとの事。抗生剤として、昨日夕からセフジトレンピボキシル（100）1T　1×毎食後 7日分処方となっています。本日朝食全量、昼食1/3摂取、体温07：00 38.0℃、09:30 37.2℃、15：30 37.5℃と経過している。呼吸苦や意識レベルの低下は無く、酸素飽和度95～93％で経過。左大転子部の疼痛は持続している。

＜安ヶ平Dｒ.診察情報＞

・藤井　純子様～拒食が続いている事、昨日不眠時・痒み時のクレマスチンを内服している事、退院希望について話されていた事情報提供。本人から嘔気や胃痛訴えありレバミピド（100）2T×2　朝夕で7日分処方となる。また本人から任意入院の為自分の意思で退院できるのか何度も確認ある。主治医からは落ち着いて一人の生活が出来るのであれば良い事伝えられている。本人は「今の状態ではどうなのか、希死念慮があるから今は入院している為制御されているが退院すればどうなるものか。今の状態だと餓死すると思う。」と話されている。
・中居　松男様～大声や時折粗暴性ある事、内服薬は介入で服用出来ている事を情報提供。また排尿間隔が長くコアグラも見られたことを伝えている。コアグラについては経過観察し悪化時は他科受診をするようにと。処方薬の変更なし。
・野田　敏治様～夜間浅眠で独語聞かれており希望で不穏時内服している事、日中は介入にて日課やプログラムを行えている事情報提供。嗜好品の管理方法について主治医に確認している為介入。また退院についても確認しており、兄様の同意が必要である事伝えられている。処方薬の変更なし。
・續石　啓介様～同室者に対する不満の言動聞かれている事、浣腸の希望がある事情報提供。本人も「今日も出てないです」と話している。処方変更は無く、ボラザ軟膏継続、浣腸の実施指示あり。処方薬の変更は無し。
・田村　真紀子様～不眠時を連日内服している事、自宅退院について話があり、スタッフより
母様が介護を要する状態である為、本人は施設方向になるのではない
かと伝えたこと情報提供する。主治医より体重を少し抑えるよう話あり。
処方薬の変更は無し。
・清水　徹様～不機嫌さは目立たず経過、また3日程前から頻脈がある事を情報提供。
　　　　　　　診察時には蝕知にて70前後との事。興奮時の為高いのではないかと伝えら
れている。自覚症状は無いとの事。処方薬の変更は無し。

・中山　真由美様～時折表情硬くすること、昨日昼は不調を訴え不食した事、妄想言動は聞
かれない事を情報提供。本人より鼻汁の訴えあり、PL顆粒3P×3　毎
食後　3日分処方となる。また、「28日退院したいと思っていたけど、お
母さんが腰痛いからもう1週間待って欲しいと言われました」と話してい
る。処方薬の変更は無し。
・竹内　恒子様～11/9(月)吐気を訴えOTを欠席する事があった事、嘔吐はない事。概ね穏やかに過ごしているが本日不機嫌に一方的に話すことがあり詳細不明である事を情報提供。マイペースに診察準備を行い、診察中も主治医へ納得いかない事について様々伝えている。処方薬の変更は無し。
